
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

日時 １０月３０日（日）１３：３０～１５：３０ 

会場 鶴瀬公民館 第３集会室 

講師 中村 博一氏 文教大学人間科学部 

人間科学科教授 

受講生数  ２０名 

 

 はじめに 

  講師より自己紹介 

 

１． 前半のキーワード 

 

・アフリカ大陸の言語の特徴と多文化共生の日常生活 

・私たちの日常生活のアフリカ（ナイジェリア） 

  なぜ日本なのでしょう？ 

先生がクイズを出された。世界の言語数はいくつあるでしょう？ 

３択で受講生が挙手  回答は約７０００言語 

アフリカ大陸の言語文化 音声言語でどれぐらいの言語数か   

回答は２０００  でも４つの言語グループ（大言語族 pｈyIa） 

図表で４つの言語を色別で表示、異なる言語が集中的に存在する地域 

カメルーンとナイジェリア・ニジェールの国境 

 

 

 

講師 中村 博一氏 



 

こうしたアフリカの言語（現象）の特徴…多言語使用 

中でも水平的多言語使用（部族語同士）は多様な人々の共生が日常的だか 

らといえる…ソコト 

では私たちの社会は 

 

 ２，日本に来ている在留外国人について 

 

  社会実情データ図録（２０２２／１０／２２）１９４８年から２０２０年 

までの椎移（参考）長期時系列 

 

埼玉県内の在留外国人数…１６０カ国の人々が暮らす 

アフリカ各国の登録者 アフリカ諸国出身 

講師の知り合い 越谷市大袋 にある食材スーパー、食堂の紹介 

覚えて、試してみようイボ語であいさつの言葉 

igto語圏の著名人の紹介 エド語について研究者がいない 

 

在日ナイジェリア人は１９９０年頃増加  県人会的ユニオン（同郷者 

組織）を結成している。イボ語圏のユニオンが多い。 

ユニオンのメンバーの身分証明的な顔写真で紹介があり、祖国の選挙活 

動、候補者の選挙ポスターも張られている。在日者は投票権がない。 

軍政から民政に移行。ヨルバ語圏、ハウサ語圏、イボ語圏が順繰りに当選。 

アフリカでは理想的と考えられている。 

 

覚えて、試してみよう。アカン語の仲間の１つチー語でのあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． アフリカでの厚揚げの取り組みについて 

 

アフリカが豊かになる道は（社説）朝日新聞１９９４／９／１６ 

 国際報道写真でサハラ砂漠周辺の飢餓・餓死線上の子どもの姿に衝撃を受けた。そ

の後アフリカというと世界で最も貧しく出生率が高く、貧しさから抜け出せないイ

メージが定着する。 

 

① 厚揚げと西アフリカ  日本由来の食文化？ 

アルジェリアとニジェールを例に 

講師はハウサ語圏の研究をしている。 

２００２年秋、共同研究者から「ニジェールに豆腐がある」と報告があった。 

ハウサ語は方言幅が小さいといわれているが地図参照。大きな広がり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自際にどんなものか出来上がりまで工程ごとに写真紹介 

最後に落花生油で揚げて、見た目は厚揚げが完成。 

ヨミダス 歴史観（２０２０年） 

 １０年ほど前に国際協力事業団から派遣された兵庫県豆腐メーカー技術者の

中山修氏が豆腐づくりを普及させて、人口爆発による食糧危機克服に大きな力を

発揮といわれている。 

 

 その他 

 ＩＤＲＣ 国際開発研究センター １９８０年代より大豆の普及 

 ＪＩＣＡ 国際協力機構   １９８０年末 大豆加工品の提案 

 IＩＴＡ 国際熱帯農業研究所 ナイジェリアイバダン市に本部 

     識字率が低いのでイラスト入りのパンフィレットを発行 

 

 



③ 厚揚げ（豆腐）研究の手がかり（考え方） 

・専門家へのインタビュー（どこまで関与か） 

・２００４年から現地での実態調査 

・作り方 凝固方法に副産物を利用 

     脱水方法の様々な工夫 

・売り方 イスラム教徒の女性は外に出られないので子どもが売り子、 

自宅で待ち受け ピーナッツオイルで香ばしい香りがする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 名称と謎 

・名称は５種類確認 

・作り方 形状 

・食べ方 

・豆腐・厚揚げの地域的な伝播、国境を超える。ガーナにもある。 

⑤ ナイジェリアとニジェール 同じ民族（ハウサ）でも異なる 

英語圏のナイジェリアとフランス語圏のニジェールでの味付けの違い。 

・ナイジェリア 従来の味付けはトマトのたれタイプと乾燥タイプ 

        幅広、卵液で揚げた豆腐、てんぷら 

・ニジェール  マヨネーズ、マスタード 

        タレと薬味の詰め合わせ 

        バケットの挟む食べ方、フランス風のこだわりと見 

た目にも配慮か 



 

大豆で栄養改善を図る目的は、各地域で様々な工夫と改良が加えられて、地下

資源による経済発展を背景にしっかりと根付いていたといえる。 

大変多くの貴重な写真で現地の豆腐・厚揚げの製造過程など紹介してもらった。

配布資料参照。乾燥したチーズ風のものを見せてもらう。 

 

 

今後の課題   豆腐以外の大豆食品 

        これまで確認されている食品 味噌・豆乳・粽 

 

１．こうした食品と地域性の確認が必要 

２．家庭内食品の確認 家庭内で調理・消費、大豆の粥は家庭内のみ 

レストランや街中で売られている食品と売られていない食品の区別があ

る。 

     

     

 

  

 

       

   

    

   

 

 

 

   

 

 

報告 加藤久美子 

 


